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１．事業の目的

本都市計画決定の対象事業は、下水道事業であり対象施設は飯塚市立病院にな
ります。

当該施設は現在、合併処理浄化槽にて汚水（トイレ・入浴設備などからの排
水）を処理し、隣接ため池へ排水を行っています。

合併処理浄化槽からの排水による周辺環境への懸念や、「合併処理浄化槽の更
新・維持管理費用」と「公共下水道施設（管路）の設置・維持管理費用」の比較
などの検討により、令和５年度策定の飯塚市汚水処理構想にて当該施設の汚水処
理を公共下水道にて行う方針としています。

そこで当該施設を公共下水道へ接続するため、下水道管の設置を行うものです。
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２．公共下水道整備計画の概要

公共下水道整備計画の
概要を示します。
病院敷地内から市道を
通り、市営明星寺住宅付
近の既設マンホールまで
下水道管を地中に設置し
ます。
整備延⾧は約1,000mと
なります。
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３．都市計画決定とは
🔶下水道とは
人間の生活と生産活動に起因して生ずる汚水、すなわち家庭の台所や風呂場な
どからの雑排水・水洗便所排水・工場・事業場（学校、官庁、病院、駅、オフィ
ス、公共施設など）からの排水及び降雨、降雪によって流出する雨水などを総称
して下水といいます。下水を排除するための管路などの構造物、ポンプ場、処理
施設などを総称して下水道と呼びます。

🔶都市計画決定とは
都市計画には、地域地区、都市施設、市街地開発事業などさまざまなものがあ
りますが、そのいずれもが地域の土地利用や地域の発展に大きな影響を及ぼしま
すので、都市計画を決定するにあたっては詳細な手続きが法律で定められていま
す。都市計画決定とは、都市施設※（都市計画法第１１条第１項）を定め、都市
計画の告示（都市計画法第２０条第１項）することにより、都市計画が正式に効
力を発生することをいいます。
※都市施設とは、道路、公園、学校、上下水道など都市において必要となる公共
的な施設のことです。
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４．下水道事業の流れ
下水道事業にて管路を整備するためには、全体計画を策定したのち、都市計画
法および下水道法などに定める手続きが必要になります。基本的な流れは下記の
通りです。現在は、このうち都市計画決定の段階になります。
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５．都市計画決定のスケジュール
下水道では、事業の実施前に処理場やポンプ場の位置、管路のルートについて
都市計画決定を行い、都市施設としての計画を明示する必要があります。以下に
今後の都市計画決定のスケジュールを示します。

－6－

10 20 3020 30 10 20 3010 20 30 10 2010 20

令和6年8月 令和6年10月 令和6年11月

30 10 20 30 10 20 30 10 20 30

令和6年12月令和6年9月 令和7年3月 令和7年4月令和7年1月 令和7年2月 令和7年5月

30 10 20 30 10

（

市

決

定
）

都

市

計

画

審

議

会
【

原

案

の

報

告
】

原

案

の

縦

覧
（

２

週

間
）

公

聴

会

開

催
（

申

出

有

の

場

合
）

（

市

決

定
）

都

市

計

画

審

議

会
【

案

の

報

告
】

県

事

前

協

議

申

請

県

同

意

通

知

案

の

公

告

・

縦

覧
（

２

週

間
）

（

市

決

定
）

都

市

計

画

審

議

会
【

付

議
】

県

法

定

協

議

申

請

県

同

意

通

知

都

市

計

画

決

定

変

更

告

示

縦

覧

0

原則６週間

原則２週間



1 

 

 

 

 

筑豊広域都市計画下水道の変更 

（飯塚市決定） 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年度 

 

 

福岡県飯塚市 



2 

 

【 筑豊広域都市計画下水道の変更（飯塚市決定）】 

 

 筑豊広域都市計画下水道 飯塚公共下水道「２．排水区域」を次のように変更する。 

 

 

２．排水区域 

  「排水区域は総括図表示のとおり」 

   （備考）面積 約 2,338ha（うち処理区域 約 2,271ha） 

 

 

理 由 

 別紙のとおり 
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【 理 由 書 】 

 

 本市の公共下水道事業は、昭和 43 年度の事業着手以降、幾度かの計画見直し、事業計画

変更を経て今日に至る。現在、全体計画区域は汚水 2,747ha、雨水 2,672ha とし、そのうち

事業計画区域は汚水 1,608ha、雨水 1,855ha として鋭意事業の進捗に努めている。 

 今回の変更計画は、弁分の一部（飯塚市立病院）において都市計画決定区域（汚水のみ）

を 3.8ha 拡大することにより、公共用水域の水質保全、自然環境保全を図るものです。 
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【 新 旧 対 照 表 】 

 

筑豊広域都市計画下水道の変更（飯塚市決定） 

 

筑豊広域都市計画下水道 飯塚公共下水道「２．排水区域」を次のように変更する。 

 

１．下水道の名称 

  筑豊広域都市計画下水道 飯塚公共下水道 （変更なし） 

 

２．排水区域 

  「排水区域は総括図表示のとおり」    

                  2,267 

（備考）約 2,338ha〔うち処理区域 約 2,271ha〕 

 

３．下水管渠 

名  称 
位  置 

備 考 
起点 終点 

柳橋二瀬汚水幹線 飯塚市柳橋 飯塚市幸袋 変更なし 

放流渠 飯塚市柳橋 飯塚市柳橋 変更なし 

 

４．その他の施設 

名  称 位  置 敷地面積 備 考 

片島ポンプ場 飯塚市片島二丁目 約 3,500 ㎡ 変更なし 

鶴三緒ポンプ場 飯塚市鶴三緒 約 3,200 ㎡ 変更なし 

殿浦汚水中継ポンプ場 飯塚市川島 約 2,500 ㎡ 変更なし 

露切汚水中継ポンプ場 飯塚市菰田西三丁目 約 1,700 ㎡ 変更なし 

下三緒汚水中継ポンプ場 飯塚市下三緒 約 370 ㎡ 変更なし 

目尾汚水中継ポンプ場 飯塚市目尾 約 870 ㎡ 変更なし 

吉北汚水中継ポンプ場 飯塚市吉北 約 770 ㎡ 変更なし 

芦原雨水ポンプ場 飯塚市片島三丁目 約 390 ㎡ 変更なし 

東町雨水ポンプ場 飯塚市飯塚 約 520 ㎡ 変更なし 

水江雨水ポンプ場 飯塚市川津  約 2,300 ㎡ 変更なし 

飯塚終末処理場 飯塚市柳橋 約 53,800 ㎡ 変更なし 

※上段赤字：変更前 、 下段黒字：変更後 
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【 都市計画を変更する土地の区域の表示 】 

飯塚市  弁分の一部 

 



6 

 

 【 計画変更概要書 】 

 
 

１．計画変更の概要 

  「1.下水道の名称」及び「3.下水道管渠」、「4.その他の施設」は、変更なし。 

「2.排水区域」において、排水区域の既決定区域 2,338ha は変更なく、処理区域の 

既決定区域 2,267ha に 4ha を追加して 2,271ha とする。 

 

 

２．計画決定の理由 

都市環境の整備と公共用水域の水質保全を図るため、4ha の処理区域の拡大を行うも 

のである。 

 

３．数量の増減 

排水 

区域 

区分 前  回 今  回 増  減 

汚水 約 2,267ha 約 2,271ha 約 4ha 増 

雨水 約 2,338ha 約 2,338ha ― 

下水 

管渠 

区分 幹線数 延長 幹線数 延長 幹線減 延長 

汚水 2 本 約 1,990m 2 本 約 1,990m ― ― 

雨水 0 本 ― 0 本 ― ― ― 

合流 0 本 ― 0 本 ― ― ― 

処理 

施設 

区分 前  回 今  回 増  減 

汚水 1 箇所 1 箇所 ― 

ポンプ 

施設 

区分 前  回 今  回 増  減 

汚水 7 箇所 7 箇所 ― 

雨水 3 箇所 3 箇所 ― 
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都市計画決定の経過および予定 

 

事  項 時  期 備  考 

 

飯塚市都市計画審議会（原案の報告） 

 

県下水道課との下協議 

 

県農山漁村振興課との協議 

 

都市計画原案の縦覧（２週間） 

 

 

原案に対する意見の申出（１週間） 

 

 

公聴会の開催 

 

 

関係自治会長（弁分）内容説明 

 

飯塚市都市計画審議会（案の報告・ 

経過報告） 

 

県事前協議 

（下水道課、都市計画課） 

 

都市計画案の法定縦覧（２週間） 

 

 

飯塚市都市計画審議会（付議） 

 

県法定協議 

 

都市計画変更決定告示 

 

令和６年８月２日 

 

令和６年８月２６日 

 

令和６年８月２６日 

 

令和６年９月１０日 

  から ９月２４日 

 

令和６年９月２５日 

  から １０月２日 

 

 

 

 

令和６年１０月２８日 

 

令和６年１２月３日 

 

 

令和６年１２月１７日 

令和７年１月３１日 

 

令和７年２月１０日 

  から ２月２５日 

 

令和７年３月６日 

 

令和７年４月上旬 

 

令和 7年５月上旬 

 

 

 

 

 

 

 

縦覧者：１名 

 

 

意見申出者：０名 

 

 

申出がないため、 

開催なし 

 

 

 

 

 

 

協議依頼 

県からの回答 

 

縦覧者：０名 

意見申出者：０名 

 

 

 

予定 

 

予定 

 



筑豊広域都市計画下水道の変更に伴う立地適正化計画との整合性について 
 

１ 概要 
今回の筑豊広域都市計画下水道の変更箇所については、飯塚市弁分に位置する飯塚市
立病院（約 3.8ha：1 筆）が対象となっております。 
当該地の立地条件については以下の通りです。 

① 都市計画法上の位置づけ： 
都市計画区域内（非線引き） 用途地域：無指定地域 

② 飯塚市立地適正化計画上の位置づけ 
居住誘導区域：非該当 
都市機能誘導区域：非該当 
 

２ 飯塚市立地適正化計画との整合性について 
飯塚市立地適正化計画（以下計画という）は、交流センターなどの各コミュニティ施

設や大学などの各拠点を公共交通ネットワークで結ぶ「拠点連携型都市」をその目指す
都市像としています。具体的にはこれらの拠点の区域と拠点連携を促進する交通ネッ
トワークを基本として都市機能増進施設を維持・誘導する都市機能誘導区域を設定す
るとともに、都市機能誘導区域内およびその周辺に居住を誘導する居住誘導区域を設
定しています。 

当該地である飯塚市立病院は、用途地域については無指定地域であり、都市機能誘導
区域の設定はしておりません。当然、居住誘導区域に関しても、都市機能誘導区域周辺
には該当しませんので、区域外としております。 

しかしながら飯塚市立病院については、現行の立地適正化計画が策定された平成 29
年 1 月時点では飯塚地域医療・介護連携拠点構想に基づく連携拠点病院であり、また、
令和 5 年 4 月に福岡県地域医療構想に定める地域医療支援病院に位置付けられており
ます。その重要性等を鑑みて、立地適正化計画において都市機能誘導施設として位置付
けております。そのため、都市機能誘導施設である飯塚市立病院については、既存施設
を活用し都市機能の確保（機能強化）する視点から、都市施設である下水道を整備する
ことは、立地適正化計画と整合が図れているものと考えます。 
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分類 番号 都市機能誘導施設 定義等 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
増
進
施
設 

健
康
増
進
施
設 

9 

地区公民館 

(コミュニティセンタ

ー／交流センター) 

飯塚市の条例（＊⑧）に定める施設 

（＊⑧）飯塚市公民館条例、飯塚市ふれあい交流センター条例そ

の他、地域コミュニティの活動拠点施設について今後、飯塚市が

定める条例を含む。 

10 健康増進拠点施設 

飯塚市の条例（＊⑨）に定める施設 

（＊⑨）飯塚市健幸プラザ条例その他、健幸都市づくりの拠点施

設について今後、飯塚市が定める条例を含む。 

11 商店街 

主に、都市計画法第 8 条に定める用途地域のうち、商業地域お

よび近隣商業地域に立地し、小売店、飲食店およびサービス業を

営む事業所が近接して 30 店舗以上あるもの。（商業統計調査「立

地環境特性の区分及び定義」） 

広
域
性
の
高
い
都
市
機
能
増
進
施
設 

12 大学、短期大学 

学校教育法第 1 条に定める大学 

（九州工業大学情報工学部、近畿大学産業理工学部、近畿大学九

州短期大学） 

13 
拠点性を有する 

医療施設 

福岡県地域医療構想（福岡県作成）に定める地域医療支援病院

（飯塚圏域）（＊⑩）、飯塚地域医療・介護連携拠点構想（飯塚医

師会作成）において位置づける連携拠点病院（＊⑪）および国内

有数の専門性を有する病院（＊⑫） 

（＊⑩）飯塚病院 

（＊⑪）飯塚市立病院、福岡県済生会飯塚嘉穂病院、医療法人博

愛会頴田病院、医療法人社団親和会共立病院 

（＊⑫）独立行政法人労働者健康安全機構総合せき損センター 

14 
その他拠点性を 

有する施設（1） 

多数の者の利用が想定される施設で、かつ、拠点形成を図るう

えで重要な要素となる施設のうち、飯塚市立図書館条例、飯塚市

文化会館条例およびサン・アビリティーズいいづか条例等の飯塚

市の条例（今後、飯塚市が定める条例を含む）に定める施設、も

しくは飯塚防災センター等の飯塚市が認める施設 

15 
その他拠点性を 

有する施設（2） 

社会資本整備総合交付金交付要綱（＊⑬）に定める中心拠点誘

導施設および生活拠点誘導施設に位置づけられた商業施設 

（＊⑬）社会資本整備総合交付金交付要綱附属第 2 編 交付対象

事業の要件 次の要件を全て満たす施設（ただし、風俗営業等の

規制及び業務の適正化等に関する法律第2条各項に規定する施設

を営業するものを除く。） 

・周辺に同種施設がないこと 

・市町村が必要と判断したこと 

・多数の者が出入りし、利用することが想定されること 
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